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	第24号　院外広報誌（2026年7月1日発刊）
	～麻生リハビリ総合病院だより～
	「麻生リハビリ総合病院」は法人内で『リハ総』という愛称で親しまれています。『寄り添う』心を大切にする『リハ総』を、どうぞよろしくお願いいたします。

	Focus
	人に寄り添う「ユマニチュード」
	『失礼します』を大切に･･･
	ノックを推進するキャンペーン
	当院では、４月～５月にかけて、院内で『ノックを推進するキャンペーン』を行いました。 患者様のプライベート空間への配慮として、職員が病室へ入室する際は必ずノックを行い、入室の意思をお伝えした上で許可をいただくよう努めています。この取り組みを徹底するため、全病室の入り口に入室時のノックを促すポスターを掲示しました。訪室のお知らせをすることは、患者様の尊厳やプライバシーを守ることに繋がります。 キャンペーン期間中は、各病棟とも朝礼時に、全員で声を合わせて「入室時はノック3回、ヨシ！」と唱和を行いました。また、ユマニチュード推進委員会では「なぜノックが必要なのか」「ノックにはどんな効果があるのか」を話し合い、理解と認識を深めました。 キャンペーンを通して、入室時にノックをし、カーテンを開ける前に壁やベッドのフットボードをノックしたり、積極的にお声掛けをする職員が増えてきていると実感しています。

	ユマニチュード実践者育成　４日間研修
	当院では職員を対象に、今年度は６月、８月、10月、11月に計４回の、それぞれ４日間にわたるユマニチュードの基礎的かつ実践的な研修を行います。ご同意をいただきました患者様にご協力いただき、優しいケアを提供できるよう、研鑽を重ねます。

	全体研修を行いました
	6月２日、ユマニチュード認定インストラクター　林様による講演会を開催しました。 ユマニチュードの哲学、基本的な技法や考え方について、実際にお互いに体験をしながら学習しました。
	～ユマニチュードについては、以下の公式ウェブサイトをご覧下さい～ 日本ユマニチュード学会　https://jhuma,org/



	ドクターコラム
	From the Doctor＃2
	2026年6月より禁煙外来が再開！
	「禁煙したい」という気持ちを、医療の力でサポートします
	内　科　　藤田　匡邦　
	内服薬の流通が再開し、禁煙外来が再開になりました。しかし、厚生労働省の定めた基準をクリアしないと、禁煙治療は保険適応になりません。その中のいくつかを、数字も絡めてご紹介いたします。
	◎医療機関の敷地内が禁煙である 患者様に禁煙治療を実施する病院として、病院敷地内に喫煙所は設けておりません。 職員の喫煙所も設けておりません。病院全体で患者様の禁煙に協力しています。
	◎呼気中一酸化炭素濃度測定器を備えている タバコには約200種類以上の有害物質が含まれており、代表的なものとしてはニコチン、タール、一酸化炭素があります。これらの物質をどれくらい体内に取り込んでいるかは、タバコの本数だけでは正確にわかりません。禁煙外来では測定器を使用して一酸化炭素濃度を調べることができます。一酸化炭素は動脈硬化を進行させて、脳梗塞や心筋梗塞を引き起こす原因になります。喫煙者では10ppmを超え、常習者ほど数値が上がります。
	◎ニコチンスクリーニングテスト（TDS） 受診した患者様にはTDSを受けていただき、ニコチン依存度を判定します。10の質問のうち合計５点以上でニコチン依存症であると診断します。 ニコチン依存症の患者さんは保険診療の対象になります。
	◎ブリンクマンインデックス（Brinkman　Index） 喫煙の人体への影響を予測する指標のひとつで、（一日あたりの平均喫煙本数）ｘ（喫煙年数）で計算します。例)1日20本を20歳～50歳喫煙の場合、BI＝20ｘ30＝600 400以上で肺がんのリスクが高くなり、700以上で肺気腫や狭心症、喉頭がんの リスクが高くなります。禁煙外来では200以上の患者様が治療の対象となります。
	◎12週間の間に５回診察 禁煙の離脱症状のピークは３日目と言われています。また、最初の３ヶ月間禁煙できた方は、そのまま禁煙できる率が高いというデータもありますので、短期間で集中して受診していただく必要があります。


	禁煙外来のご案内
	【外来日】毎週火曜　11時30分 （11時～受付・問診票記入、11時30分～診察） 【ご予約】 　  044-981-6878　 　　月～土　13時～17時（日曜・祝日を除く）
	(代表）
	詳細はホームページをご覧ください

	その他にもいろいろなデータや科学的根拠を基に、禁煙をお手伝いさせていただきます。
	トライしてみたい方はまず “禁煙外来にかかりたいのですが”と病院にお電話ください。受診までの流れを改めてご案内いたします。



	活動報告
	看護部
	5/16(土)　看護の日イベントを開催しました！
	今年はワークショップを初開催！
	「看護の日」は、近代看護の母フローレンス・ナイチンゲールの誕生日にちなみ、看護の心を育むきっかけの日として、5月12日に制定されました。行政や都道府県看護協会、医療機関などにおいて、毎年様々なイベントが開催されています。 当院では毎年イベントを企画しており、今年は「感染予防」をテーマに、薬剤師による相談ブース、手洗いチェッカー体験ブース、大塚製薬株式会社様にご協力いただき感染予防にも重要な水分補給についてのブースを設けました。 また、看護師によるワークショップ「パラコードでペットボトルホルダー制作」を開催しました。紐を結んで作品を作るため、指先のリハビリテーションとしても有効で、短時間で完成できるペットボトルホルダーは参加者の皆様から非常に好評でした。 来年の看護の日も楽しいイベントを考えておりますので、ぜひご参加ください。


	学びのサードプレイス　『E-ＲＯＯＭ』
	「大事なものに気づかず　日々を過ごしていませんか？」
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